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はりま

総
そ う ご う

合計
け い か く

画ってなんですか？
　播

はりまちょう

磨町には、これからどんなまちをめざしていくのかをまとめた「総
そうごう

合計
けいかく

画」という“まちづく
りの基

きほん

本方
ほうしん

針”があります。
　今

いま

の総
そうごう

合計
けいかく

画は、令
れいわ

和３年
ねんど

度（2021年
ねんど

度）から令
れいわ

和12年
ねんど

度（2030年
ねんど

度）までの10年
ねんかん

間の計
けいかく

画で、
前

ぜんき

期基
きほん

本計
けいかく

画の５年
ねんかん

間が令
れいわ

和７年
ねんど

度（2025 年
ねんど

度）で終
お

わり、後
こうき

期基
きほん

本計
けいかく

画の５年
ねんかん

間が令
れいわ

和８年
ねんど

度
（2026 年

ねんど

度）からスタートします。

　社
しゃかい

会の変
へんか

化や人
じんこう

口構
こうぞう

造の変
へんどう

動、災
さいがい

害への備
そな

えなど、 これからの
まちづくりにはたくさんの課

かだい

題があります。 それらに計
けいかくてき

画的に
向

む

き合
あ

い、まちの未
みらい

来をしっかりデザインしていくために、総
そうごう

合
計
けいかく

画は欠
か

かせません。

　播
はりまちょう

磨町が大
たいせつ

切にしたいのは、安
あんしん

心して過
す

ごせ
る毎

まいにち

日と、地
ちいき

域の魅
みりょく

力をいかした豊
ゆた

かな暮
く

らし
です。「いいとこいっぱい！笑

えがお

顔いっぱい！」に
は、みんなが自

じぶん

分のまちを誇
ほこ

りに思
おも

える未
みらい

来へ
の願

ねが

いが込
こ

められています。まちの未
みらい

来は、住
す

む一
ひとり

人ひとりが参
さんか

加してつくっていくものです。

　総
そうごう

合計
けいかく

画は、わたしたちが暮
く

らすまちの未
みらい

来をつくる “地
ちず

図” の
ような存

そんざい

在です。

日
ひび

々の暮
く

らしを
快
かいてき

適で便
べんり

利に
過

す

ごすことが
できるまち

心
こころやす

安らぐ
ふるさととして、
いつまでも愛

あい

し、
誇
ほこ

りに思
おも

えるまち

いつでも安
あんしん

心して
暮

く

らせるまち

●まち全
ぜんたい

体で同
おな

じ方
ほうこう

向をめざせる
●みんなが納

おさ

めた税
ぜいきん

金を、効
こうかてき

果的に使
つか

えるようになる
●将

しょうらい

来を見
みす

据えたまちづくりができる
●住

す

む人
ひと

の声
こえ

を反
はんえい

映しやすくなる

まちづくりの長
ちょうきてき

期的な指
ししん

針になるものです

総
そうごう

合計
けいかく

画には、こんな役
やくわり

割があります

\ 播
はりまちょう

磨町は、次
つぎ

のようなまちを目
めざ

指しています /

いいとこいっぱい！
笑

えがお

顔いっぱい！
みんなでつくる ふるさと はりま



はりま

播
は り ま

磨町
ちょう

ってどんなまち？いまの

　播
はりまちょう

磨町には現
げんざい

在、約
やく

３万
まん

４千
せんにん

人が暮
く

らしています。近
きんねん

年はファミリー層
そう

がほかのまちから多
おお

く
引

ひ

っ越
こ

してきており、住
じゅうかんきょう

環境と便
べんり

利さが共
きょうぞん

存する「住
す

みやすいまち」として評
ひょうか

価されています。

播
はりまちょう

磨町が行
おこな

ったアン
ケート調

ちょうさ

査では、９
割
わり

近
ちか

くの方
かた

が暮
く

らし
や す い※ と 回

かいとう

答 し て
います。

播
はりまちょう

磨町へお引
ひっこ

越しされた方
かた

にもアンケート調
ちょうさ

査
を行

おこな

いました。
「 通

つうきん

勤・ 通
つうがく

学 に 便
べんり

利 」「 買
か

い 物
もの

な ど日
にちじょうせいかつ

常生活 に
便

べんり

利」という意
いけん

見が多
おお

かったほか、「まちのイ
メージがよい」「公

こうえん

園など自
しぜん

然が豊
ゆた

か」といっ
た意

いけん

見も多
おお

くいただきました。

こちらも、アンケー
ト調

ちょうさ

査において９割
わり

近
ちか

くの方
かた

が住
す

み続
つづ

け
た い※ と 回

かいとう

答 し て い
ます。

※選
せんたくし

択肢「暮
く

らしやすい」と「どちらかといえば暮
く

らし

やすい」の合
ごうけいち

計値

※選
せんたくし

択肢「現
げんざい

在のところにずっと住
す

み続
つづ

けたい」「現
げんざい

在の

ところは当
とうめん

面住
す

み続
つづ

けたい」「播
はりまちょう

磨町内
ない

のどこかに移
うつ

り

たい」の合
ごうけいち

計値

 出
しゅってん

典：住
じゅうみん

民アンケート調
ちょうさ

査（令
れいわ

和７年
ねん

実
じっし

施、回
かいとうすう

答数 =391）、転
てんにゅうしゃ

入者アンケート調
ちょうさ

査（令
れいわ

和７年
ねん

実
じっし

施、９月
がつ

末
まつ

時
じてん

点、回
かいとうすう

答数 =223）

播
はりまちょう

磨町のことを、住
じゅうみん

民の方
かた

に聞
き

いてみました

あなたにとって、
播
はりまちょう

磨町は暮
く

らしやすいですか？

お引
ひっこ

越しするにあたって、
播
はりまちょう

磨町を選
えら

んだ理
りゆう

由は何
なん

ですか？ 播
はりまちょう

磨町を選
えら

んだ理
りゆう

由上
じょうい

位３項
こうもく

目

生
せいかつ

活に便
べんり

利なことと、
まちのイメージがよいことです。

播
はりまちょう

磨町にいつまでも
住

す

み続
つづ

けたいと思
おも

いますか？

とっても暮
く

らしやすいです。 ずっと住
す

み続
つづ

けたいです。

Q

Q

Q
A

A

A

暮
く

らしやすい

％86.9
住
す

み続
つづ

けたい

％89.2

％39.0

％25.6

％15.2

通
つうきん

勤・通
つうがく

学に便
べんり

利

まちのイメージがよい

買
か

い物
もの

など
日
にちじょうせいかつ

常生活が便
べんり

利

位
い

位
い

位
い

1

2

3



はりま

播
は り ま

磨町
ちょう

のすがた今
こんご

後めざしていく

　笑
えがお

顔あふれる播
はりまちょう

磨町を実
じつげん

現するために、３つの方
ほうしん

針（基
きほん

本政
せいさく

策といいます）を定
さだ

めています。
それぞれについて、学

まな

んでいきましょう。

自
しぜんさいがい

然災害や事
じこ

故、病
びょうき

気など、いつ起
お

こるかわからないことに備
そな

え、誰
だれ

もが安
あんぜん

全に、
安
あんしん

心して生
せいかつ

活できるまちをめざします。

あなたが思
おも

う、この分
ぶんや

野で知
し

りたいことを書
か

いてみましょう。

誰
だれ

もが安
あんしん

心して安
あんぜん

全に暮
く

らせるふるさと
基
きほん

本政
せいさく

策

1

どんなことを
していくの？

●総
そうごう

合福
ふくし

祉センターを中
ちゅうしん

心に、だれでも安
あんしん

心して相
そうだん

談できる助
たす

け合
あ

いの仕
しく

組みを整
ととの

えます。

●みんなが自
じぶん

分から楽
たの

しく健
けんこう

康づくりに取
と

り組
く

めるように工
くふう

夫します。

●まち全
ぜんたい

体での防
ぼうさい

災訓
くんれん

練や家
いえ

の備
そな

えを進
すす

めて、自
じぶん

分や周
まわ

りの人
ひと

と助
たす

け合
あ

う気
きも

持ちを強
つよ

くします。

●見
みまも

守りカメラやタグを使
つか

った見
みまも

守りサービスで、子
こ

どもやお年
としよ

寄りの安
あんぜん

全を守
まも

ります。

●通
つうがくろ

学路や道
どうろ

路を安
あんぜん

全にして、みんなが安
あんしん

心して学
がっこう

校に通
かよ

えるようにします。

●交
こうつう

通安
あんぜん

全運
うんどう

動や交
こうつう

通安
あんぜん

全教
きょうしつ

室を行
おこな

い、交
こうつう

通ルールを守
まも

る大
たいせつ

切さを広
ひろ

めます。

どうして
大
たいせつ

切なの？

●いろいろな悩
なや

み事
ごと

を抱
かか

える人
ひと

が増
ふ

えています。

●子
こ

どもやお年
としよ

寄りを、地
ちいき

域のみんなで見
みまも

守る必
ひつよう

要があります。

●大
おおあめ

雨や台
たいふう

風などの災
さいがい

害が増
ふ

えているので、しっかり準
じゅんび

備する必
ひつよう

要があります。

●防
ぼうはん

犯や交
こうつう

通安
あんぜん

全など、安
あんぜん

全・安
あんしん

心に暮
く

らしたいと思
おも

う人
ひと

が増
ふ

えています。

播
はりまちょう

磨町に
住

す

む人
ひと

は
どうなるの？

●助
たす

け合
あ

いが進
すす

んで、もっと安
あんしん

心して暮
く

らせる地
ちいき

域になります。

●災
さいがい

害の時
とき

にも、落
お

ち着
つ

いて行
こうどう

動できるようになります。

●交
こうつう

通事
じこ

故の不
ふあん

安が減
へ

り、安
あんしん

心して通
つうがくろ

学路や歩
ほどう

道を歩
ある

けるようになります。

考
かんが

えてみよう！



はりま

公
こうえん

園、道
どうろ

路、交
こうつう

通、上
じょうげすいどう

下水道、環
かんきょう

境など、生
せいかつ

活の土
どだい

台となる「まちの基
きばん

盤」を整
ととの

えるとともに、地
ちいき

域の経
けいざい

済を元
げんき

気にすることで、毎
まいにち

日をもっと快
かいてき

適にすることを
めざします。

あなたが思
おも

う、この分
ぶんや

野で知
し

りたいことを書
か

いてみましょう。

身
みぢか

近な自
しぜんかんきょう

然環境と快
かいてき

適な住
じゅうかんきょう

環境が調
ちょうわ

和したふるさと
基
きほん

本政
せいさく

策

2

どんなことを
していくの？

●誰
だれ

も住
す

まなくなったお家
うち

（空
あきや

家）を、役
やくだ

立つように活
かつよう

用します。

●まちの変
へんか

化に合
あ

わせて、土
とち

地を計
けいかくてき

画的に使
つか

うようにします。

●道
どうろ

路や橋
はし

を直
なお

して、安
あんぜん

全に使
つか

えるようにします。

●水
すいどう

道や下
げすいどう

水道の設
せつび

備を新
あたら

しくして、安
あんぜん

全な水
みず

を届
とど

けます。

●ごみを減
へ

らして、環
かんきょう

境を大
たいせつ

切にします。

●地
じもと

元の会
かいしゃ

社や新
あたら

しく店
みせ

を始
はじ

める人
ひと

を助
たす

けて、まちの仕
しごと

事や産
さんぎょう

業を元
げんき

気にします。

●ふるさと納
のうぜい

税を利
りよう

用して、地
じもと

元の特
とくさんひん

産品がもっと広
ひろ

く売
う

れるようにします。

●いろいろな会
かいしゃ

社があつまる説
せつめいかい

明会を開
ひら

いて、まちの中
なか

で働
はたら

ける場
ばしょ

所を増
ふ

やします。

どうして
大
たいせつ

切なの？

●空
あきや

家が増
ふ

えると、周
まわ

りの環
かんきょう

境が悪
わる

くなるおそれがあります。

●道
どうろ

路や橋
はし

が壊
こわ

れると危
あぶ

なくなり、移
いどう

動できなくなることがあります。

●水
すいどう

道の設
せつび

備を新
あたら

しくしないと、安
あんぜん

全な水
みず

が使
つか

えなくなります。

●ごみを減
へ

らしたり環
かんきょう

境を守
まも

ったりすることが、全
ぜんこくてき

国的に必
ひつよう

要とされています。

●仕
しごと

事が減
へ

って地
ちいき

域の産
さんぎょう

業が弱
よわ

くなると、まちが元
げんき

気をなくしてしまいます。

播
はりまちょう

磨町に
住

す

む人
ひと

は
どうなるの？

●学
がっこう

校や遊
あそ

びに行
い

くときも、安
あんしん

心して外
がいしゅつ

出できるようになります。

●生
せいかつ

活に必
ひつよう

要な設
せつび

備が整
ととの

い、電
でんき

気や水
すいどう

道が止
と

まってしまう不
ふあん

安が減
へ

ります。

●まち全
ぜんたい

体がきれいになり、環
かんきょう

境にやさしいまちになります。

●地
ちいき

域の仕
しごと

事や産
さんぎょう

業が活
かっき

気づき、まちが元
げんき

気になります。

考
かんが

えてみよう！



はりま

播
はりまちょう

磨町の歴
れきし

史・文
ぶんか

化、地
ちいき

域でのつながり、多
たようせい

様性を大
たいせつ

切にし、自
じぶん

分のまちを
「好

す

き」と思
おも

える気
きも

持ちを育
はぐく

むことをめざします。

あなたが思
おも

う、この分
ぶんや

野で知
し

りたいことを書
か

いてみましょう。

多
たよう

様な個
こせい

性と夢
ゆめ

をみんなでつなぐふるさと
基
きほん

本政
せいさく

策

3

どんなことを
していくの？

●学
がっこう

校の建
たてもの

物を直
なお

したり I
あいしーてぃー

CT（デジタル技
ぎじゅつ

術）を整
ととの

えたりして、もっと学
まな

びやすい環
かんきょう

境にし

ます。

●歴
れきし

史や文
ぶんか

化を学
まな

んで伝
つた

える機
きかい

会を増
ふ

やします。

●「人
じんけん

権尊
そんちょう

重のまちづくり条
じょうれい

例」や「いきる・そだつ・まもる・こどもの権
けんり

利条
じょうれい

例」の考
かんが

え

方
かた

を大
たいせつ

切にして、みんなが自
じぶん

分らしく、安
あんしん

心して暮
く

らせるまちにするための活
かつどう

動を広
ひろ

げて

いきます。

●子
こ

ども議
ぎかい

会を開
かいさい

催し、子
こ

どもたちがまちづくりに関
かか

われる機
きかい

会をつくります。

●中
ちゅうがっこう

学校の部
ぶかつどう

活動を地
ちいき

域の活
かつどう

動へとつなげ、まちぐるみでスポーツ・文
ぶんか

化・芸
げいじゅつ

術を楽
たの

しめる

環
かんきょう

境を整
ととの

えます。

●行
ぎょうせい

政の情
じょうほう

報を、みんなにわかりやすく知
し

らせます。

●住
じゅうみん

民と行
ぎょうせい

政が力
ちから

を合
あ

わせて、まちづくりを進
すす

めます。

どうして
大
たいせつ

切なの？

●学
がっこう

校は勉
べんきょう

強する場
ばしょ

所だけでなく避
ひなんじょ

難所にもなるので、安
あんぜん

全で安
あんしん

心できる場
ばしょ

所にする必
ひつよう

要が

あります。

●大
おおなか

中遺
いせき

跡など、播
はりまちょう

磨町ならではの文
ぶんか

化を伝
つた

えていくことが大
たいせつ

切です。

●いろいろな考
かんが

え方
かた

の人
ひと

が増
ふ

え、外
がいこく

国の人
ひと

と関
かか

わる機
きかい

会も多
おお

くなっています。

●必
ひつよう

要な情
じょうほう

報を、必
ひつよう

要な人
ひと

にきちんと届
とど

ける必
ひつよう

要があります。

●住
じゅうみん

民と行
ぎょうせい

政が手
て

を取
と

り合
あ

い、よりよいまちをつくっていく必
ひつよう

要があります。

播
はりまちょう

磨町に
住

す

む人
ひと

は
どうなるの？

●子
こ

どもたちの意
いけん

見がまちづくりに生
い

かされます。

●まちの歴
れきし

史を身
みぢか

近に感
かん

じて、誇
ほこ

りを持
も

てるようになります。

●いろいろな人
ひと

の考
かんが

え方
かた

を認
みと

め合
あ

えるようになります。

●知
し

りたい情
じょうほう

報をすぐに手
て

に入
い

れられるようになります。

●まちがにぎやかになり、地
ちいき

域の魅
みりょく

力がもっと高
たか

まります。

考
かんが

えてみよう！



はりま

みなさんへのメッセージ
　日

にちじょう

常の気
き

づきや意
いけん

見、行
こうどう

動が、まちの成
せいちょう

長を生
う

み出
だ

す力
ちから

になります。
　地

ちいき

域の活
かつどう

動や学
がっこう

校生
せいかつ

活の中
なか

で、まちの魅
みりょく

力や課
かだい

題に目
め

を向
む

けてみてください。

自
じぶん

分の思
おも

いや考
かんが

えを、自
じゆう

由な形
かたち

（文
ぶんしょう

章・イラストなど）で表
ひょうげん

現してください。

こんな場
ばめん

面で、あなたの力
ちから

が生
い

かせます

地
ちいき

域や学
がっこう

校の活
かつどう

動に
参

さんか

加する

わたしが思う
「未

みらい

来の播
はりまちょう

磨町」
播
はりまちょう

磨町の
魅
みりょく

力とは？
より良

よ

くするための
アイデア

まちへの意
いけん

見や
アイデアを伝

つた

える

S
えすえぬえす

NS などで
まちの良

よ

さを
発
はっしん

信する

ワークコーナー



HARIMA TOWN

第
だい

５次
じ

播
はりまちょう

磨町総
そうごう

合計
けいかく

画後
こうき

期基
きほん

本計
けいかく

画

〒675-0182

兵
ひょうごけん

庫県加
かこぐん

古郡播
はりまちょう

磨町東
ひがしほんじょう

本荘1丁
ちょうめ

目5-30

［TEL］079-435-0355（代
だいひょう

表）

［FAX］079-435-3398

［WEB］
https://www.town.harima.lg.jp/

発
はっこう

行：播
はりまちょう

磨町
発
はっこう

行年
ねんげつ

月：令
れいわ

和８年
ねん

（2026年
ねん

）3月
がつ

総
そうごう

合計
けいかく

画のことを
もっと知

し

りたいときは
播
はりまちょう

磨町総
そうごう

合計
けいかく

画のホームページへ

［ 令
れいわ

和８年
ねんど

度〜令
れいわ

和12年
ねんど

度（2026 〜 2030） ］

こども版
ばん


